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　令和４年度も、■名が幼児クラス、乳児クラスのリーダーとなり■回会議を行い保育の充実を積極的に行った。
昨年中止していたプール遊び、一泊保育の園の行事を再会することができた。。昨年より書類作成は紙面化から
データー化に移行し、今年度はほとんどがデータベースに移行することができ能率良く事務処理ができた。

日々の保育は、教育課程保育要領にもとづいて、子どもの年齢に応じて組分けし、発達段階に応じて生活習慣を中
心に情緒の安定を図り、健康・人との関わり・言葉・環境・表現（音楽・リズム・造形等）の教育・保育を行いま
す。個性を大切にしながら、集団の中で子ども同士の育ちを見守り個人的にも配慮します。また、子育ての悩みや
喜びを共感し保護者が自信を持って子育てができるよう支援し、専門機関と連携など社会的役割も果たします

定員（２・3号）＋1号 延児童数

令和4年度事業報告

かしの木こども園 種別 幼保連携型認定こども園

子ども一人ひとりを大切にし、保護者に信頼され、地域からも愛されるこども園を目指す。
（１） 子どもの最善の利益の保障
（２） 保護者に信頼される心豊かな支援
（３） 地域に根ざした子育ての充実

子どもは豊かに伸びていく可能性を、そのうちに秘めています。その子どもが、現在を最も良く生き、望ましい未
来をつくり出す力の基礎を培うことを目標として教育・保育します。
◎健康な子ども　◎仲間とともに育つ子ども　◎心の豊かな明るい子ども　◎想像し表現する子ども

充足率

・保育にかかわる専門職員どうしが協力し、それぞれの専門性を発揮しながら、養護と教育の一体的な展開を図り保育の内容の質を高められるよ
う、職員会議、給食会議、乳児、幼児会議等必要に応じて話し合った。
・豊かな環境の中で、子ども自ら興味、関心をもってかかわったことへの充実感、達成感を味わい、心情、意欲、態度を養うことを目的として今年
度「人と自然の博物館」主催の園庭プロジェクトに参加し、来園にて園庭、隣りの公園にて草・虫の生態に触れた。
・子どもの生活を視野に入れ、家庭との連携を密にし、積極的に子どもの発達過程に応じた育ちを支援するとともに、保護者の共感を得て養育の向
上を支援するため、送迎時や連絡ノートの利用、個人懇談を実施した。
・子どもの生活や発達の連続性を踏まえ、望ましい未来をつくり出す力をつけ、小学校と情報交換したり、交流を蜜にしたりして積極的に連携して

いく。今年度、年長児が明城小学校の見学に出かけた。

入所児童数

職員数
(2023.03)

職員配置数
(2023.03)

運営方針
（重点項目）

保育方針、全体的な計画を基に、各年齢の応じた計画を立て、子どもたちの人権に配慮し健やかな成長を
願い、肯定的に受け止めること、肯定的な関わり・言葉がけをみんなで考え教育・保育を進め、安心して
自己を表現できる環境を整えた。丁寧な保育をおこなった。。

〇こども園の教育・保育への理解を深めてもらえるよう、情報の発信や日々の園生活の様子をお迎え時等
を利用し伝えた。
〇子育ての不安や悩みを話しやすい環境をめざした。
〇地域の様子を知り、必要に応じて地域の関係機関との連携を図った。

〇日々の保育、業務の中の会話、相談等ができる環境にし、コミュニケーションを多くした。
〇施設内外研修の充実をはかり、研修を現場に活かし意識して保育にあたるようにした。
〇不適切な保育について施設内研修を実施した。専門講師の指導のもと「スッタフマニュアル」を作成し
た。人権擁護のための「セルフチェックリスト」を職員全員おこなった。
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特別保育事業

・延長保育事業（継続事業）・一時保育事業（継続事業）・障害児保育（継続事業）              　　    　・乳児保
育事業（継続事業）・機能強化推進事業　・地域子育て支援（アドバイザー）
・環境

年間行事

見学者・実習生
・ボランティア

延べ人数　■人（昨年度より■人■）　平均月人数　■（昨年度より■■）

延べ人数　■人(登録児　■名の一時預かりを実施）



障がい児保育

乳児保育

機能強化推進

地域子育て支援

地域社会との交流

園児数 職員数

支援を必要とする子ども、気になる子どもは年々増え、今年度は1歳児■名、2歳児■名、３歳児クラスに■名、５
歳児■名の計■名が個別の指導計画のもとで１歳・2歳・3歳クラスには加配保育教諭を配置してクラスの一員とし
て共に育ち合える保育を行ってきた。

今年度は最終的には■名の乳児を保育。

防災時の避難場所を考え、非常食の見直しを行い追加購入した。非常持ち出し袋を増やし、職員の役割を明確にす
る為掲示をした。

子育て相談等は保護者の送迎の際に随時行ってきた。保護者の方と朝晩顔を合わせることができるので、子どもの
些細な変化もその日の内に話し会うことができ、対応、対策を講じることで子育て支援に繋がっていると感じてい
る。

園での取組み

成長の歩み（■歳児の発達記録）クラス担当者・ 野菜やいちご作り・小学校、保健所、  　　      　　  児童相談
所、病院、障害児施設、子どもセンター等関係機関との連携

年齢にあった、教育・保育、環境構成等

保護者との連携

・日々の連絡ノートや会話を心がけ、保護者の思いを受け止め、子どもの成長の喜びを

　共有することが出来た。（■回活動をスライドショーを行っい、行事等は写真を掲示）

・コロナウィルス感染防止の為、家族や職場に陽性者が出た時は、速やかに連絡をいただき

　回復するまで休みの協力をいただけた。

・園だより（クラス便り含む）　　　　　■回

・献立表　　　　　　　　　　　　　　　■回

・給食便り　　　　　　　　　　　　　　■回

その他保健に関する冊子（感染症予防・予防接種の受け方など）

〇コロナウィルス感染等を考慮、配慮しながら地域活動に参加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地
域の老人クラブ「風呂辻クラブ」の方を運動会に招待　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・南警察署の
交通安全運動、節分のイベントに参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・寺町尼崎駅北側中
央公園のチューリップの写生、球根植え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・尼崎商工会議所青年部主
催「まち灯り」の手作りの灯篭に参加

安全管理事業
（防災訓練）

■回、実施、非常用食料備蓄量点検　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洪水等は３
階づかホールに避難(非常用食料備蓄は３階づかホールの倉庫道路側）　　　　　　　　　　　　大規模震災が発生
した場合は、隣接のメック本社2Fテラスへ避難

日付 訓練種類 実施内容



安全管理事業
（事故対応）

安全管理事業
（保健衛生）

健康管理

嘱託医

苦情解決制度事業

第３者評価等

人材確保

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

12月 1月 2月 3月 合計 前年度

研修回数 延参加者 研修回数 延参加者

子どもたちの事故防止については、マニュアルに基づいて建物・園庭を点検し事故防止を徹底する。ヒヤリハッ
ト・事故報告に基づいて各クラス単位で事故の時間帯、事故の誘因の原因を突き止め、  点検を引き続き行ない、よ
り安全安心できる環境作りを進めた。

アレルギー児の対応は、全職員が把握し、万が一の緊急処置についても、保護者・医師・職員の共通、理解のうえ
対処すべきマニュアルを用意。
感染症対策として、マニュアルに基づき、徹底を図る。新型コロナウイルスの感染拡大対策として、エアドックの
導入、昨年購入した子ども用アクリル板は継続使用。消毒、手洗いの徹底を行うため園庭に手洗い場に設置。職員
はマスクを着用。園庭に手洗い場を新たに設置した。３蜜を避けるなど、職員一致団結して取り組んだ。熱中症対
策として、園庭全体に、開閉式遮光ネットを設置。熱中症指数計デジタル熱中アラームを２階にも購入した。(1階
は令和3年に購入）

入園時の面接において、出生状況、生育歴、生活の様子、既往症などの健康状態を把握し、健康状態が園全体で分
かるようにしておく。子どもの健康維持を図るために日常生活できめ細やかに配慮する。家庭との連携（予防接種
状況の把握・アレルギー食の対応等）、薬の確認や手洗いの仕方など安全に的確行える方法を職員で共通理解す
る。
年間の健康診断　内科・■回　耳鼻科・眼科・歯科　各■回
毎月の身体計測

眼　科 　■ 　太田眼科クリニック 　　■
耳鼻科 　■ 　　瀬尾耳鼻咽喉科医院 　　■
小児科 　■　 　しおたクリニック 　　　■
歯　科 　■ 　　　辻歯科医院 　　　　　　■

食　育

食育の目標は「楽しく食べる体験を通して、子どもの食への関心を育み、『食を営む力』の基礎を培う事であ
る。」
・食材のもとの姿や本物に触る実体験
　いちごの収穫・季節の野菜の収穫・米作り・とうもろこしの皮むき・さつま芋掘り・梅ジュース作り　干し柿作
り・黒豆のさやとり
・自分たちでできる栽培活動や料理活動
　クッキー・手打ちうどん・ジャガイモ餅・スイートポテト
・みんなで行う給食の準備や後片付け
いろいろな人たちと一緒に食べる楽しさなど、乳幼児期から豊かな人間関係の安心できる生活環境の中で、発達段
階に応じた豊かな食の体験を積み重ねていくことが必要である。保育園における「食育」は、家庭や地域社会との
連携が大切であり、全職員がその有する専門性を生かしながら、保護者や地域の人々と協働して行った。

保育園での給食は栄養の改善、より良い健康と発育の増進をはかり、望ましい食生活習慣を身に付けることができ
る。献立は尼崎市作成の物を使用し、おやつは手作りするなど、安全で安心な食事を提供している。
食べることは体を作るだけでなく、心、情緒の安定、家族の繋がり、地域との繋がりなど大きな意味があり、保育
園での生活を豊かにするので、毎日、一食　一食丁寧に取り組み、子ども達の関れるところは、少しでも多く保育
のなかに取り入れてきた。

今年度もありませんでした。

就職フェアに法人として■回参加・委員会の開催

有休消化数 有休日数

会議

資質向上・
研修報告
(別紙有)

永年勤続表彰・・・■
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